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SDK から Vitis プラットフォームへの移行

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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目的
この章では次の各項を学習します。

˃ Vitis™ 統合ソフトウェア プラットフォームの要件の理解
˃ SDK と Vitis IDE の違いの理解
˃ SDK から Vitis プラットフォームへの移行方法の理解

>> SDK Vitis 2から プラットフォームへの移行

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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Vitis プラットフォームに移行する理由

ソフトウェア エコシステム
 ユーザーは実装の詳細から分離される

 クラウドからエッジまでのスケーラ
ビリティを提供

タイム トゥ マーケット
 機械学習の推論タスクは高速に繰り返し

 Vitis ツールのプロジェクト階層は、
タイム トゥ マーケットを短縮する

ハードウェア アーキテクチャ
 ヘテロジニアス コンピューティング – パ
フォーマンスのボトルネックを克服する

 開発および管理機能を統一する
 ユーザーからハードウェアインターフェ
イスの複雑さを分離する

>> SDK Vitisから プラットフォームへの移行 ３

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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SDK ツールと Vitis IDE

 フラットなプロジェクト階
層

 多くの個別プロジェクト
 追加の管理タスク

 FSBL とハードウェア
記述はどれが関連す
る?

 アプリケーションの
ロードは?

 プロジェクトのどのア
プリケーション間で通
信?

 デバッグの設定は?
 ELF のロードはどのよ
うにする?

 デザイン目標に基づいた複数のワークフロー
 ビヘイビアーは最小限の歪みで SDK と同様である
 BSP をドメインに統合する
 改善された階層
 ブートコンポーネントの自動化
 デバッグ用の簡単なシステム設定
 限られた情報を提供する

SDK
ソフトウェア開発キット (SDK)

リソースリンクに SDK ツールと Vitis IDE の比較が示されている
>> SDK Vitis 4から プラットフォームへの移行

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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Vitis 統合ソフトウェア開発環境

>> SDK Vitis 5から プラットフォームへの移行

Vitis ソフトウェア プラットフォーム
 統合開発環境 (IDE) – 対話型のプロジェクト開発
 コマンド ライン ツール – スクリプトされた開発とデバッグ
 Vivado® Design Suite – カスタムハードウエア開発

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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Vitis 統合ソフトウェア開発環境

>> SDK Vitis 6から プラットフォームへの移行>> SDK から Vitis プラットフォームへの移行 6

Vitis ワークスペース

 ディレクトリの場所 (ツールの起動
時にユーザーが指定)

 プロジェクトデータとメタデータ
ファイルを保存する

 プロジェクト間のナビゲーション
を有効にする

 プロジェクト設定の管理

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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Vitis 統合ソフトウェア開発環境

>> SDK Vitis 7から プラットフォームへの移行

 単一のハードウェア記述と 1 つ以上のソフト
ウェアコンポーネント

 ハードウエアコンポーネント – インポート済
み XSA/事前定義済プラットフォーム

 ソフトウェア コンポーネント – ドライバーを
備えたドメイン/OS

 カスタマイズ可能
 1 つのプロセッサに関連付けられたスタンドア
ロンドメイン。Linux ドメインは複数のプロ
セッサに関連付けることが可能

 複数のドメインがハードウェア仕様上にある可
能性がある

 BSP にはドライバーとカスタマイズ可能なラ
イブラリが含まれている

プラットフォーム
プロジェクト

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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Vitis 統合ソフトウェア開発環境

>> SDK Vitis 8から プラットフォームへの移行>> SDK から Vitis プラットフォームへの移行 8

アプリケーション
プロジェクト

 ドメインに基づいて作成
 ソースファイルとヘッダーファイ
ルが含まれている

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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Vitis 統合ソフトウェア開発環境

>> SDK Vitis 9から プラットフォームへの移行

システムプロジェクト

 同時に実行するアプリケーション
のグループ

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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シンプルな GUI

>> SDK Vitis 10から プラットフォームへの移行

• ファイル指向のツリー
ビュー

• プロジェクト フォル
ダーおよびソース
ファイル

• ビルドファイル
• 生成されたファイル

• プロジェクト管理の中心的な場所:
• プロジェクト設定を変更する
• レポートを読む
• Vitis IDE アプリケーションプロジェ
クトを構築して実行する

• Vitis アナライザーを起動する

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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簡素化された GUI

>> SDK Vitis 11から プラットフォームへの移行

• ファイル指向のツリー
ビュー

• プロジェクト フォル
ダーおよびソース
ファイル

• ビルドファイル
• 生成されたファイル

• プロジェクト管理の中心的な場所:
• プロジェクト設定を変更する
• レポートを読む
• Vitis IDE アプリケーションプロジェ
クトを構築して実行する

• Vitis アナライザーを起動する

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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簡素化された GUI

>> SDK Vitis 12から プラットフォームへの移行

• ファイル指向のツリー
ビュー

• プロジェクト フォル
ダーおよびソース
ファイル

• ビルドファイル
• 生成されたファイル

• プロジェクト管理の中心的な場所:
• プロジェクト設定を変更する
• レポートを読む
• Vitis IDE アプリケーションプロジェ
クトを構築して実行する

• Vitis アナライザを起動する

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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簡素化された GUI

>> SDK Vitis 13から プラットフォームへの移行

• ファイル指向のツリー
ビュー

• プロジェクト フォル
ダーおよびソース
ファイル

• ビルドファイル
• 生成されたファイル

• プロジェクト管理の中心的な場所:
• プロジェクト設定を変更する
• レポートを読む
• Vitis IDE アプリケーションプロジェ
クトを構築して実行する

• Vitis アナライザーを起動する

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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簡素化された GUI

>> SDK Vitis 14から プラットフォームへの移行

• ファイル指向のツリー
ビュー

• プロジェクト フォル
ダーおよびソース
ファイル

• ビルドファイル
• 生成されたファイル

• プロジェクト管理の中心的な場所:
• プロジェクト設定を変更する
• レポートを読む
• Vitis IDE アプリケーションプロジェ
クトを構築して実行する

• Vitis アナライザーを起動する

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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簡素化された GUI

>> SDK Vitis 15から プラットフォームへの移行

プラットフォームプロジェクト -> システムプロジェクト ドメインとアプリケーションプロジェクト

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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Vitis IDE ツールフロー
ソフトウェア開発はハードウェア仕様で開始

Vitis へのハードウエアのイ
ンポート

プラットフォームプロジェク
トを作成する

アプリケーション/システム
プロジェクトを作成する

プロジェクトの構築

アプリケーション/システム
レベルのデバッグ

ブート イメージの生成

Vitis へのハードウエアのインポート

ハードウェアの仕様:
 プロセッサの数と種類
 メモリ性能
 利用可能なペリフェラル
 アドレス範囲、等

プロジェクトの構築

 ELF ファイルが生成される
 実行可能コードは、プラットフォー
ムの指定されたすべてのプロセッサ
にロードされる

プラットフォームプロジェクトを作成する

プラットフォーム プロジェクト内容:
 ハードウェアの仕様
 ソフトウェア コンポーネント: ドメイン
とブートエレメント

アプリケーション/システム レベルのデバッグ

 複数のプロセッサにわたる同時デバッグ
をサポート

 1 行毎のコード検査機能
 プロファイリングでボトルネックを検索
する

アプリケーション/システムプロジェクトを作成する

 テンプレートを使用するか、C/C++ コードで
アプリケーションを作成する

 デフォルトで作成されるシステムプロジェクト
 各プロジェクトは、ワークスペース内のディレ
クトリに保存されている

ブート イメージの生成

 BIF ウィザードは、準拠 BIF ファイルの
読み取り、変更、および生成

 ザイリンクスの Bootgen ツールを使用し
てブートイメージの作成

>> SDK Vitis 16から プラットフォームへの移行

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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ワークスペース

または または

または

システム
プロジェクト 1

スタンドアロ
ンアプリ 1

スタンドアロ
ンアプリ 2

システム
プロジェクト 3

Linux 
アプリ

1

Linux 
アプリ

2
システム
プロジェクト 2

スタンド
アロンア
プリ 1

システム
プロジェクト 4

スタンドアロン
アプリ 1

Linux 
アプリ 2

プラットフォーム
プロジェクト

ドメイン 1
(スタンドア
ロン - A53)

ドメイン 2
(R5)

ドメイン 3
(Linux -
A_53)

ハードウェア
の仕様

FSBL

プラット
フォーム FW

アプリケーションプロジェクトはアプリケーションコンテナーである
Vitis IDE プロジェクトでの操作

アプリケーションプロジェクトディレクトリ
• C/C++ ソース ファイル
• 実行可能な出力ファイル

• サポート ファイル
>> SDK Vitis 17から プラットフォームへの移行

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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ワークスペース

または または

または

システム
プロジェクト 1

スタンドア
ロンアプリ

1

スタンドア
ロンアプリ

2
システム
プロジェクト 3

Linux 
アプリ

1

Linux 
アプリ

2
システム
プロジェクト 2

スタンド
アロンア
プリ 1

システム
プロジェクト 4

スタンドアロン
アプリ 1

Linux 
アプリ 2

プラットフォーム
プロジェクト

ドメイン 1
(スタンドア
ロン - A53)

ドメイン 2
(R5)

ドメイン 3
(Linux -
A_53)

ハードウェア
の仕様

FSBL

プラット
フォーム FW

Vitis IDE プロジェクトでの操作
アプリケーションプロジェクトはアプリケーションコンテナーである

システムプロジェクトに 2 つの
Linux アプリを配置可能

すべての同じプロジェ
クトのアプリは同時に

実行可能

システムプロジェクトの 2 つのス
タンドアロンアプリは異なるプロ
セッサのものである必要がある

複数のプロジェクトを
同時に実行することは

できない

>> SDK Vitis 18から プラットフォームへの移行

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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プラットフォームプロジェクト

ワークスペース

または または

または

システム
プロジェクト 1

スタンドア
ロンアプリ

1

スタンドア
ロンアプリ

2
システム
プロジェクト 3

Linux 
アプリ

1

Linux 
アプリ

2
システム
プロジェクト 2

スタンド
アロンア
プリ 1

システム
プロジェクト 4

スタンドアロン
アプリ 1

Linux 
アプリ 2

プラットフォーム
プロジェクト

ドメイン 1
(スタンドア
ロン - A53)

ドメイン 2
(R5)

ドメイン 3
(Linux -
A_53)

ハードウェア
の仕様

FSBL

プラット
フォーム FW

Vitis IDE プロジェクトでの操作

コンテナー:
• ハードウェア プラットフォーム
• ランタイムライブラリ
• プロセッサの設定
• ブートローダー

複数のドメインが含まれている
ドメインには次のものがある:
 スタンドアロン ボード サポート パッケージまたは
 さまざまな種類の OS コンフィギュレーション

>> SDK Vitis 19から プラットフォームへの移行

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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SDK から Vitis プラットフォームへの移行 – 手順

ハードウェア仕様をアップグレードする
 必要に応じて Vivado プロジェクトと IP

をアップグレードする
 report_IP_status を使用してIP ステータスをチェックする
 ハードウエアとビットストリームをエクスポートする

Vitis ワークスペースに SDK プロジェクトをインポートする
 Vitis IDE を起動し、生成された SDK プロジェ
クトをインポートする

 Eclipse ワークスペースまたは zip ファイルオ
プションを選択する

プラットフォーム プロジェクト
を構築する

ハードウェア仕様をアップデートする
 プラットフォームプロジェクトを右クリックし、

[Update Hardware Specification] を選択する
 アップデートされたハードウエアを提供する

アプリケーションプロジェクト
を再構築する

成功したインポート

>> SDK Vitis 20から プラットフォームへの移行

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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確認問題
Q. Vitis プラットフォームへの移行に関する以下の手順を、正しい順に並べて下さい。

1. Vitis IDE からハードウェア仕様をアップデートする
2. プラットフォーム プロジェクトを構築する
3. SDK プロジェクトをVitis IDE にインポートする
4. アプリケーションプロジェクトを構築する

>> SDK Vitis 21から プラットフォームへの移行

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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確認問題
以下のどの機能がどちらのプラットフォームに属しますか?

1. HDF ファイルに基づいてハードウェアプロジェクト
を作成する

2. プラットフォームプロジェクトを作成する
3. プラットフォームプロジェクトにドメインを追加する
4. BSP を作成する
5. 参照するドメインを変更する
6. 参照 するBSP を変更する

Vitis IDE

SDK

>> SDK Vitis 22から プラットフォームへの移行

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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まとめ

˃ Vitis 統合開発環境 (IDE) は、エンベデッドソフトウェアアプリケーションを開発するた
めに設計されている

˃ Vitis IDE は SDK と同様の操作を実行する
簡素化された GUI
コンポーネントのより良い管理
アプリケーション管理のためのより良い階層ビュー
デバッグ用の簡単なシステム設定

˃ 5 つの簡単な手順で Vitis プラットフォームに移行
Vivado Design Suiteでハードウェア仕様をアップデートする
Vitis ツールに SDK プロジェクトをインポートする
Vitisのハードウェア仕様をアップデートする
プラットフォーム プロジェクトを構築する
アプリケーションプロジェクトを構築する

>> SDK Vitis 23から プラットフォームへの移行

 Zynq SoC / SDK 関連コース用 
補足資料：HDLAB講座受講者のみ利用可 
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